
母分散の検定 

正規分布に従う母集団からの標本分散ｕ２は、標本サイズｎの値に関わらず、
自由度ｎ－１のχ ２分布に従います。 

Ｔ＝         ＝            ＝  
χＡ ２／φＡ      χＡ ２／（ｎＡ－１）    Ａの分散 

χＢ ２／φＢ      χＢ ２／（ｎＢ－１）    Ｂの分散 

Ａ及びＢの分散はχ ２分布に従い、Ａ及びＢの分散比はＦ分布に従う 

分散分析に利用 

分析ツール 

χ ２検定 

等分散の検定 

𝑇 =
標本ｻｲｽﾞ ×標本分散

母分散
 





χ２分布表 Excel関数 CHIINV(39,0.95) 



＜0.05より 
帰無仮説は棄却 

Minitab ①統計→基本統計→１サンプルの分散 

② 

③ 

実行結果 

母集団の 
標準偏差 

④ 





Ｆ分布表 

0.025 分子の自由度 

分
母
の
自
由
度 

Excel関数  FINV(0.025,5,4) 



Minitab ①統計→基本統計→2サンプルの分散 

② 

実行結果 



＞0.05のため 
 帰無仮説は棄却できない 
 →有意差なし 

実行結果 


